
■
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
特
色
と
使
い
方

○

　こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
国
立
・
一
流
私
立
中
学
校
受
験
を
め
ざ
す
み
な
さ
ん
に
、
よ
り
高
い
学
力
を
つ
け
て
も
ら
い
、
自
信
を
持
っ
て
受
験
に
臨
ん
で
も
ら
う
た

め
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

○

　問
題
は
、
国
立･

一
流
私
立
中
学
校
の
実
入
試
の
漢
字
・
文
法
問
題
か
ら
よ
く
出
る
分
野
の
問
題
を
編
集
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
漢
字
・
文
法
問
題
の
対
策
は
、

こ
の
一
冊
で
万
全
で
す
。

　＊
設
問
の
都
合
上
、
問
題
を
改
め
た
り
一
部
削さ
く

除じ
ょ

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

〔
漢
字
・
こ
と
ば
〕

　1
　漢
字
の
書
き
と
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1

　2
　漢
字
の
読
み
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

　3
　同
音
・
同
訓
異
義
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9

　4
　部
首
・
筆
順
・
画
数
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

　5
　熟
語
の
組
み
立
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17

　6
　三
字
・
四
字
の
熟
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
21

　7　

類
義
語
・
反
対
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
25

　8
　慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
・
故
事
成
語
…
…
…
…
…
29

　9
　語
句
の
意
味
・
用
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
33

　10
　漢
字
・
こ
と
ば
の
ま
と
め
…
…
…
…
…
…
…
…
37

〔
文
法
・
知
識
〕

　11
　主
語
・
述
語
・
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
41

　12
　助
詞
・
助
動
詞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
45

　13
　品
詞
の
識
別
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49

　14
　敬
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
53

　15
　文
学
史
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
57

　16
　文
法
・
知
識
の
ま
と
め

…
…
…
…
…
…
…
…
61

も

　く

　じ
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1
漢
字
の
書
き
と
り

１～６

７～12

1

３　

次
の
―
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

（
１
点
×
10
）

［
慶
應
義
塾
普
通
部（
神
奈
川
）］

₁　

ネ
ン
ガ
ン
の
勝
利
。

〔

〕

₂　

シ
ン
カ
ン
の
図
書
。

〔

〕

₃　

キ
ュ
ウ
ゴ
活
動
を
す
る
。

〔

〕

₄　

台
風
が
セ
ッ
キ
ン
す
る
。

〔

〕

₅　

コ
ク
モ
ツ
の
倉
庫
。

〔

〕

₆　

父
母
に
コ
ウ
コ
ウ
す
る
。

〔

〕

₇　

サ
ン
プ
ク
で
一
休
み
。

〔

〕

₈　

カ
イ
シ
ン
の
笑
み
を
も
ら
す
。

〔

〕

１　

次
の
―
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

（
１
点
×
５
）

［
芝（
東
京
）］

₁

チ
ョ
ス
イ
池
。

〔

〕

₂　

運
動
会
を
エ
ン
キ
す
る
。

〔

〕

₃　

小
包
を
ユ
ウ
ソ
ウ
す
る
。

〔

〕

₄　

二
国
間
で
ド
ウ
メ
イ
を
結
ぶ
。

〔

〕

₅　

年
賀
状
を
イ
ン
サ
ツ
す
る
。

〔

〕

２　

次
の
文
章
を
読
み
、
―
―
線
部
①
～
⑥
の
ひ
ら
が
な
を
す
べ
て
漢
字
に
直

し
な
さ
い
。

（
１
点
×
６
）［
東
海
大
付
浦
安（
千
葉
）］

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
う
機
会
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、
視
力①
し
ょ
う
が

い
や
頭
痛
を
う
っ
た
え
る
人
も
現
れ
て
き
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使

う
と
き
は
目
を
休
め
る
な
ど
の
配
り
ょ
が
必
要
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が②
さ
か
ん
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、③
か
ち
の
あ
る

④
じ
ょ
う
ほ
う
が
不
正
に
使
用
さ
れ
た
り
、⑤
ご
よ
う
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
す
た
め
に
は
、

じ
ょ
う
ほ
う
が
適
切
に⑥
か
ん
り
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

①

②

③

④

⑤

⑥

SAM
PLE



2

₄　

人
を
サ
バ
く
の
は
む
ず
か
し
い
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₅　

だ
め
だ
と
コ
ト
ワ
ら
れ
た
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₆　

田
を
タ
ガ
ヤ
す
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₇　

手
を
サ
し
出
す
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₈　

白
い
ス
ジ
の
入
っ
た
シ
ャ
ツ
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₉　

彼か
れ

を
サ
サ
え
て
歩
い
た
。	

〔　
　
　
　
　

〕

10　

自
然
の
キ
ビ
し
さ
と
た
た
か
っ
た
。	

〔　
　
　
　
　

〕

６　

次
の
―
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
送
り
が
な
を
ふ
く

む
も
の
は
、
送
り
が
な
も
つ
け
て
書
き
な
さ
い
。	

（
１
点
×
４
）

	
	

［
日
本
大
豊
山（
東
京
）］

₁　

石
に
文
字
を
キ
ザ
ム
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₂　

学
級
委
員
を
ツ
ト
メ
ル
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₃　

大
げ
さ
に
セ
ン
デ
ン
す
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₄　

両
親
と
も
ケ
ン
ザ
イ
で
あ
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₉　

テ
イ
リ
ュ
ウ
ジ
ョ
で
待
つ
。	

〔　
　
　
　
　

〕

10　

イ
ッ
キ
ョ
に
点
を
取
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

４　

次
の
―
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。	

（
１
点
×
5
）

	
	

［
武
蔵
野
女
子
学
院（
東
京
）］

₁　

ピ
ア
ノ
の
エ
ン
ソ
ウ
会
を
聴き

き
に
行
く
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₂　

わ
が
国
の
外
交
セ
イ
サ
ク
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₃　

ケ
ン
ポ
ウ
を
守
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₄　

母
の
ア
ン
ピ
を
た
ず
ね
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₅　

会
社
に
シ
ュ
ウ
シ
ョ
ク
す
る
。	
〔　
　
　
　
　

〕

５　

次
の
―
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。	

（
１
点
×
10
）

	
	

［
甲
南（
兵
庫
）］

₁　

文
章
を
ネ
っ
た
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₂　

姿
を
ト
ト
ノ
え
た
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₃　

き
れ
い
で
コ
マ
か
い
仕
事
。	

〔　
　
　
　
　

〕

SAM
PLE



3

₅　

議
会
は
法
案
を
カ
ケ
ツ
し
た
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₆　

ケ
ン
ト
ウ
も
つ
か
な
い
話
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₇　

新
記
録
を
ジ
ュ
リ
ツ
す
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₈　

ご
意
見
を
ウ
ケ
タ
マ
ワ
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₉　

決
勝
戦
で
ヤ
ブ
れ
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

10　

本
音
と
タ
テ
マ
エ
を
使
い
分
け
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

９　

次
の
₁
～
₄
の
文
を
読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
―
―
線
部
の
こ
と
ば
を
後
の

カ
タ
カ
ナ
の
こ
と
ば
か
ら
選
び
、
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。	

（
２
点
×
４
）

	
	

［
昭
和
女
子
大
附
昭
和（
東
京
）］

₁　

昭
子
さ
ん
は
、
お
だ
や
か
で
ま
じ
め
な
中
学
生
で
す
。

	
	

〔　
　
　
　
　
　
　
　

〕

₂　

和
子
さ
ん
は
、
け
っ
し
て
う
そ
を
つ
か
な
い
人
で
す
。

	
	

〔　
　
　
　
　
　
　
　

〕

₃　

わ
た
し
は
、
お
か
し
づ
く
り
に
わ
れ
を
わ
す
れ
て
う
ち
こ
み
ま
し
た
。

	
	

〔　
　
　
　
　
　
　
　

〕

₄　

子
ど
も
の
喜
ん
だ
顔
つ
き
を
見
る
と
、
母
親
は
ほ
っ
と
し
ま
す
。

	
	

〔　
　
　
　
　
　
　
　

〕

　
　

メ
イ
ロ
ウ　
　

セ
イ
ジ
ツ　
　

オ
ン
コ
ウ　
　

ニ
ッ
シ
ン
ゲ
ッ
ポ

　
　

ヒ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ　
　

ジ
ュ
ウ
ニ
ン
ト
イ
ロ　
　

ム
ガ
ム
チ
ュ
ウ

７　

次
の
―
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。	

（
１
点
×
６
）

	
	

［
立
教（
東
京
）］

₁　

彼か
れ

は
カ
ン
セ
イ
が
豊
か
だ
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₂　

主
戦
投
手
を
最
後
ま
で
オ
ン
ゾ
ン
し
て
お
い
た
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₃　

リ
ー
ダ
ー
の
ヨ
ウ
セ
イ
に
努
め
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₄　

シ
ン
ミ
に
な
っ
て
世
話
を
す
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₅　

兄
か
ら
タ
ヨ
り
が
届
く
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₆　

煙け
む
り

が
目
に
シ
み
る
。	
〔　
　
　
　
　

〕

８　

次
の
―
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。	
（
１
点
×
10
）

	
	

［
奈
良
学
園（
部
分
）（
奈
良
）］

₁　

旅
行
費
用
を
ク
メ
ン
す
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₂　

ジ
ョ
ウ
セ
キ
ど
お
り
の
手
が
た
い
作
戦
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₃　

友
人
の
シ
ョ
ウ
ソ
ク
を
た
ず
ね
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₄　

協
議
は
ナ
ン
コ
ウ
し
た
。	

〔　
　
　
　
　

〕

SAM
PLE



4

₄　

彼
は
経
険
が
豊
か
な
の
で
判
談
が
的
確
だ
。

	
	

〔　
　
　
　
　

〕・〔　
　
　
　
　

〕

₅　

問
題
は
以
外
に
優
し
か
っ
た
の
で
、
合
格
は
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。

	
	

〔　
　
　
　
　

〕・〔　
　
　
　
　

〕

12　

次
の
₁
～
₈
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
て
、左
の
文
の

Ａ

に
入
れ
、

Ｂ

に
は
文
の
意
味
に
あ
っ
た
漢
字
を
補
っ
て
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

	
	

（
２
点
×
８
）［
目
黒
星
美
学
園（
部
分
）（
東
京
）］

例　

今
日
は
ツ
カ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

働
き
す
ぎ
る
と

Ａ

Ｂ

が
た
ま
る
。	

〔　

疲　

労　

〕

₁　

初
日
の
出
を
オ
ガ
む
。

　
　
　
　

お
手
紙
を

Ａ

Ｂ

い
た
し
ま
し
た
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₂　

洗
っ
た
ら
チ
ヂ
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　

二
分
の
一
に

Ａ

Ｂ

す
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₃　

両
親
を
ウ
ヤ
マ
う
。

　
　
　
　

Ａ

Ｂ

を
使
っ
て
話
し
ま
し
ょ
う
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₄　

ア
ヤ
マ
っ
た
考
え
。

　
　
　
　

彼
の
言
動
は

Ａ

Ｂ

を
招
き
や
す
い
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₅　

望
ん
で
い
た
職
に
ツ
く
。

　
　
　
　

大
統
領

Ａ

Ｂ

の
演
説
を
聞
く
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₆　

子
ど
も
を
知
り
合
い
に
ア
ズ
け
る
。

　
　
　
　

銀
行
で

Ａ

Ｂ

を
引
き
出
す
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₇　

税
金
を
オ
サ
め
る
。

　
　
　
　

そ
の
考
え
は

Ａ

Ｂ

で
き
な
い
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₈　

家
業
を
ツ
ぐ
。

　
　
　
　

伝
統
芸
能
を

Ａ

Ｂ

す
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

10　

次
の
₁
～
₅
の
文
に
入
る
最
も
適
当
な
こ
と
ば
を
後
か
ら
選
び
、
漢
字
に

直
し
な
さ
い（
同
じ
こ
と
ば
を
二
度
使
わ
な
い
こ
と
）。	

（
２
点
×
５
）

	
	

［
横
浜
雙
葉（
神
奈
川
）］

₁　

彼か
れ

は
神
の
存
在
を（　
　

）し
て
い
た
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₂　

試
験
の
た
め
に（　
　

）に
な
っ
て
勉
強
し
た
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₃　

日
曜
日
に
は
校
庭
を（　
　

）す
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₄　

芸
術
作
品
を（　
　

）す
る
。	

〔　
　
　
　
　

〕

₅　

こ
の
試
合
は（　
　

）に
負
け
ら
れ
な
い
。	

〔　
　
　
　
　

〕

　
　

へ
い
こ
う　
　

ぜ
っ
た
い　
　

た
い
し
ょ
う　
　

か
い
ほ
う

　
　

ひ
っ
し　
　
　

か
く
し
ん　
　

せ
い
さ
く

11　

次
の
₁
～
₅
ま
で
の
各
文
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
漢
字
の
誤
り
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
漢
字
を
正
し
い
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。	

（
１
点
×
10
）

	
	

［
久
留
米
大
附
設（
福
岡
）］

₁　

彼か
れ

は
窓
を
明
け
て
、
手
足
を
の
ば
し
、
心
呼
吸
を
し
た
。

	
	

〔　
　
　
　
　

〕・〔　
　
　
　
　

〕

₂　

国
は
災
害
に
供
え
、
危
険
忘
止
の
た
め
の
万
全
の
対
策
を
た
て
た
。

	
	

〔　
　
　
　
　

〕・〔　
　
　
　
　

〕

₃　

彼
は
専
問
家
と
し
て
地じ

震し
ん

が
起
こ
る
こ
と
を
余
想
し
た
。

	
	

〔　
　
　
　
　

〕・〔　
　
　
　
　

〕

SAM
PLE



得　点
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100

40

60

17

３　

次
の
₁
～
₄
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
例
の
熟
語
と
同
じ
関
係
に
な
る
よ
う

に
、
□
に
漢
字
を
入
れ
な
さ
い
。	

（
1
点
×
4
）［
雙
葉（
東
京
）］

例　

温	

暖

₁　

豊
□　
　

₂　

□
木　
　

₃　

救
□　
　

₄　

□
庫

４　

漢
字
の
熟
語
は
、
文
字
と
文
字
の
い
ろ
い
ろ
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

ア　

上
の
字
の
意
味
が
下
の
字
の
意
味
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
る
も
の（
高
山
）

イ　

同
じ
よ
う
な
意
味
の
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の（
学
習
）

ウ　

反
対
の
意
味
の
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の（
明
暗
）

エ　

上
の
字
と
下
の
字
が
主
語
と
述
語
の
関
係
に
あ
る
も
の（
雷ら

い

鳴め
い

）

オ　

下
の
字
か
ら
上
の
字
に
返
っ
て
読
む
と
意
味
が
わ
か
る
も
の（
乗
馬
）

　

で
は
、
次
の
₁
～
10
の
熟
語
は
ア
～
オ
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
か
。

そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。	

（
1
点
×
10
）［
松
蔭（
改
題
）（
東
京
）］

₁　

往
復　
　

₂　

願
望　
　

₃　

開
式　
　

₄　

競
争　
　

₅　

日に
ち

没ぼ
つ

₆　

公
害　
　

₇　

入
院　
　

₈　

人
造　
　

₉　

軽
傷　
　

10　

寒
暖

１　

次
の
₁
～
₃
の
漢
字
と
下
の
語
群
を
結
び
つ
け
て
二
字
の
熟
語
を
作
る
場

合
、
作
れ
な
い
も
の
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
を
記
号
で
答
え
な
さ
い

（
語
群
の
漢
字
は
上
下
ど
ち
ら
に
つ
け
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。	

（
2
点
×
3
）

	

［
鴎
友
学
園
女
子（
東
京
）］

₁　

作　

₂　

文　

₃　

語　

	

２　

次
の
漢
字
と
反
対
の
意
味
の
漢
字
を
□
に
入
れ
て
、
二
字
熟
語
を
作
り
な

さ
い
。	

（
1
点
×
4
）［
明
治
大
付
中
野（
部
分
）（
東
京
）］

₁　

新
□　
　

₂　

好
□　
　

₃　

利
□　
　

₄　

興
□

８～14

１～７

熟
語
の
組
み
立
て

5
ア　

佳か　
　

イ　

新　
　

ウ　

曲　
　

エ　

家

オ　

用　
　

カ　

伝　
　

キ　

試

ア　

句　
　

イ　

序　
　

ウ　

体　
　

エ　

天

オ　

世　
　

カ　

注　
　

キ　

通

ア　

源　
　

イ　

法　
　

ウ　

調　
　

エ　

交

オ　

漢　
　

カ　

季　
　

キ　

学₁

₂

₃

₁

₂

₃

₄

₁

₂

₃

₄

₁

₂

₃

₄

₅

₆

₇

₈

₉

10
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７　

漢
字
の
熟
語
は
次
の
ア
～
オ
の
よ
う
な
成
り
立
ち
方
を
し
て
い
ま
す
。
後

の
熟
語
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
説
明
に
あ
た
り
ま
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

	
	

（
1
点
×
10
）［
摂
陵（
大
阪
）］

ア　

同
じ
よ
う
な
意
味
の
漢
字
を
重
ね
た
も
の
。（
例　

暗
黒
）

イ　

反
対
の
意
味
を
持
つ
漢
字
を
重
ね
た
も
の
。（
例　

有う

無む

）

ウ　

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
る
も
の
。（
例　

青
空
）

エ　

下
の
漢
字
が
上
の
漢
字
の
動
作
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
。

	
	

（
例　

入
学
）

オ　

上
の
漢
字
が
主
語
で
、
下
の
漢
字
が
述
語
に
な
っ
て
い
る
も
の
。

	

（
例　

地じ

震し
ん

）

₁　

読
書　
　

₂　

広
場　
　

₃　

天
地　
　

₄　

自
己　
　

₅　

昼
夜

₆　

作
文　
　

₇　

校
門　
　

₈　

県
立　
　

₉　

変
化　
　

10　

月
光

５　

次
の
₁
～
₃
の
熟
語
と
同
じ
組
み
立
て
の
も
の
を
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ

ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。	

（
1
点
×
3
）

	

［
東
京
家
政
大
附
女
子（
東
京
）］

　
　
　
　
　

ア　

大
量　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア　

田
畑

　
　
　
　
　

イ　

貧ひ
ん

富ぷ　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ　

海
岸

　
　
　
　
　

ウ　

出
発　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ　

最
初

　
　
　
　
　

エ　

延
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ　

親
友

　
　
　
　
　

ア　

往
復

　
　
　
　
　

イ　

温
水

　
　
　
　
　

ウ　

必
要

　
　
　
　
　

エ　

着
席

６　

次
の
熟
語
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
だ
け
、
他
の
熟
語
と

成
り
立
ち
の
ち
が
う
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
熟
語
を
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。	

（
1
点
×
3
）［
聖
徳
大
附（
部
分
）（
千
葉
）］

₁　

ア　

商
品　

イ　

温
泉　

ウ　

視
覚　

エ　

尊
敬　

オ　

紅
茶

₂　

ア　

絵
画　

イ　

基
本　

ウ　

学
習　

エ　

提
供　

オ　

貯
金

₃　

ア　

収
支　

イ　

価
値　

ウ　

単
複　

エ　

前
後　

オ　

進
退

　
　
　
　
�

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
｜

₁　

上
下
｜

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
�

　
　
　
　
�

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
｜

₃　

読
書
｜

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
�

　
　
　
　
�

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
｜

₂　

森
林
｜

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
｜

　
　
　
　
�₁

₂

₃

₁

₂

₃

₁

₂

₃

₄

₅

₆

₇

₈

₉

10
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国
・
横
・
損
・
私
・
操
・
罪
・
非
・
公
・
縦
・
富
・
功
・
是ぜ

・
貧
・
自

10　

熟
語
を
構
成
し
て
い
る
二
字
の
漢
字
の
関
係
に
は
、
意
味
の
う
え
で
、
₁

似
た
よ
う
な
意
味
が
重
な
っ
た
も
の
。
₂
上
が
下
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
も
の
。
₃「
─

─
に
」「
─
─
を
」
に
あ
た
る
漢
字
が
下
に
く
る
も
の
。
₄
上
が
下
を
打
ち

消
し
て
い
る
も
の
。の
よ
う
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
次
の
漢
字
を
使
っ

て
₁
～
₄
の
関
係
に
な
る
熟
語
を
作
り
な
さ
い
。
同
じ
漢
字
を
二
度
使
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。	

（
2
点
×
4
）［
玉
川
学
園
中
学
部（
部
分
）（
東
京
）］

　

業
・
冷
・
急
・
限
・
始
・
無
・
病
・
寒

11　
「
人
名
」
と
い
う
熟
語
は
、
上
下
の
字
を
逆
に
す
る
と
「
名
人
」
と
い
う

語
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
上
下
の
字
を
入
れ
か
え
て
も
意
味
の
通
じ

る
語
の
組
み
合
わ
せ
を
、
次
の
□
内
の
漢
字
を
使
っ
て
五
組
作
り
な
さ
い
。

	

（
2
点
×
5
）［
聖
セ
シ
リ
ア
女
子（
神
奈
川
）］

　

年
・
会
・
分
・
読
・
要
・
上
・
配
・
来
・
解
・
当
・
議
・
合
・
所

８　

二
字
の
熟
語
に
つ
い
て
、
次
の
₁
～
₄
の
組
み
立
て
の
も
の
を
、
後
に
あ

げ
た
ア
～
サ
の
熟
語
の
中
か
ら
二
つ
ず
つ
記
号
で
選
び
、
答
え
な
さ
い
。

	

（
1
点
×
8
）［
南
山
中
女
子
部（
部
分
）（
愛
知
）］

₁　

上
の
漢
字
が
表
す
動
作
の
目
的
や
対
象
を
示
す
漢
字
が
下
に
き
て
い
る

も
の
。

₂　

下
の
漢
字
の
意
味
を
打
ち
消
す
漢
字
が
上
に
つ
い
て
い
る
も
の
。

₃　

同
じ
か
、
よ
く
似
た
意
味
を
持
つ
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。

₄　

長
い
熟
語
を
縮
め
て
短
く
し
た
も
の
。

　

ア　

就
職　
　

イ　

高
級　
　

ウ　

国
連　
　

エ　

未
定

　

オ　

幸
福　
　

カ　

急
性　
　

キ　

真
実　
　

ク　

非
常

　

ケ　

採
光　
　

コ　

入
試　
　

サ　

血
管

９　

次
の
₁
～
₄
の　

の
中
に
、
反
対
の
意
味
を
持
っ
た
漢
字
を
組
み
合

わ
せ
て
入
れ
、
文
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
答
え
は
右
下
の
漢
字
群
か
ら
選
び

な
さ
い
。	

（
1
点
×
4
）［
玉
川
学
園
中
学
部（
部
分
）（
東
京
）］

₁　
　

相
半
ば
す
る
結
果
に
終
わ
り
、
私
は
困
っ
て
し
ま
っ
た
。

₂　

原
野
を　

無む

尽じ
ん

に
か
け
め
ぐ
る
。

₃　

重
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
民
に　

を
問
う
必
要
が
あ
る
。

₄　

け
じ
め
を
つ
け
て
、　

混
同
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

₁

₂

₃

₄

₁

₂

₃

₄

₁

₂

₃

₄
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13　

例
に
な
ら
っ
て
、
二
字
の
熟
語
に
な
る
よ
う
に
次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
な

さ
い
。	

（
2
点
×
3
）［
清
泉
女
学
院（
神
奈
川
）］

　
　
　
　

　
　
　
　

腹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体

　
　
　
　

↑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

例　

円
→	

満	

→
足　
　
　
　
　

₁　

設
→
□
→
案

　
　
　
　

↑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　

未　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確

　
　
　
　

地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

体

　
　
　
　

↑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↑

₂　

決
→
□
→
用　
　
　
　
　
　

₃　

果
→
□
→
技

　
　
　
　

↑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↑

　
　
　
　

接　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口

14　

例
に
な
ら
っ
て
、
二
字
の
熟
語
に
な
る
よ
う
に
次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
な

さ
い
。	

（
2
点
×
2
）［
灘（
部
分
）（
兵
庫
）］

　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

　
　
　
　

↑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

例　

真
→	

昼	

→
食　
　
　
　
　

₁　

手
→
□
→
評

　
　
　
　

↑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　

白　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

　
　
　
　

交　

　
　
　
　

↑　
　
　
　

₂　

大
→
□
→
家　

　
　
　
　

↑　
　
　
　
　

　
　
　
　

島　
　
　
　

12　

次
の
₁
～
₅
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
ば
を
、
後
の
ア
～
コ
の
中
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
二
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
同
じ
記
号
は
一
度
し
か

使
え
ま
せ
ん
）。	

（
2
点
×
10
）［
実
践
女
子
学
園（
東
京
）］

₁　

上
の
字
を
音
で
、
下
の
字
を
訓
で
読
む
熟
語
。

₂　

上
の
字
を
訓
で
、
下
の
字
を
音
で
読
む
熟
語
。

₃　

上
の
字
と
下
の
字
を
入
れ
替か

え
て
読
む
と
訓
読
み
か
ら
音
読
み
に
変
わ

る
熟
語
。

₄　

上
の
字
と
下
の
字
を
入
れ
替
え
て
も
意
味
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
熟

語
。

₅　

上
の
字
と
下
の
字
を
入
れ
替
え
る
と
意
味
が
変
わ
る
熟
語
。

　

ア　

苦
労　
　

イ　

水
着　
　

ウ　

行
進　
　

エ　

親
身　
　

オ　

野
原

　

カ　

手
本　
　

キ　

素
質　
　

ク　

仕
事　
　

ケ　

習
慣　
　

コ　

指
図

₁

₂

₃

₄

₅

₁

₂

₃

₁

₂
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得　点

計

100

40

60

41

８～14

１～７

３　

次
の
─
─
線
部
①
～
⑤
は
、
Ａ
─
主
語
、
Ｂ
─
述
語
、
Ｃ
─
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

語
の
う

ち
ど
れ
で
す
か
。
Ａ
～
Ｃ
の
記
号
で
答
え
な
さ
い
。	

（
１
点
×
５
）

	

［
共
立
女
子
第
二（
東
京
）］

・
プ
ロ
野
球
選
手
を①
あ
き
ら
め
た
ぼ
く
は
、次
に
マ
ン
ガ
家
に
な
ろ
う
と②
思
っ

た
。

・
日
本
を
訪
れ
る③
外
国
人
の
数
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

・④
私
で
す
、
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
。

・⑤
井い

の

上う
え

さ
ん
も
今
日
は
た
ぶ
ん
お
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

４　

次
の
₁
～
₅
の
文
は
、
Ａ
～
C
の
ど
の
型
に
な
り
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
記

号
で
答
え
な
さ
い
。	

（
１
点
×
５
）［
潤
徳
女
子（
東
京
）］

	
Ａ　

何
が
ど
う
す
る　
　

Ｂ　

何
が
ど
ん
な
だ　
　

Ｃ　

何
が
な
ん
だ

₁　

な
ん
と
い
っ
て
も
雪
に
お
お
わ
れ
た
山
々
の
姿
は
美
し
い
。

₂　

白
い
雲
が
ふ
わ
ふ
わ
と
舞ま

う
。

₃　

わ
た
し
が
案
内
係
の
山
田
で
す
。

１　

次
の
各
文
の
中
か
ら
主
語
と
述
語
を
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

	

（
１
点
×
10
）［
小
野
学
園
女
子（
東
京
）］

₁　
①
わ
た
し
た
ち
は
②
夕
方
③
あ
る
④
町
に⑤
着
い
た
。

₂　
①
遠
く
の②
ほ
う
に
③
青
い
④
海
が
⑤
見
え
る
。

₃　
①
隣と

な
り

の②
お
じ
さ
ん
も
③
明
日
④
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
⑤
旅
立
つ
。

₄　
①
白
い②
雲
を
③
か
ぶ
っ
た
④
山
の
⑤
み
ね
が
⑥
美
し
く
⑦
か
が
や
く
。

₅　
①
そ
ん
な②
簡
単
な
③
問
題
な
ら
④
ぼ
く
で
も
⑤
楽
に
⑥
解
け
る
。

２　

次
の　
　

線
部
の
こ
と
ば
は
、
ど
の
こ
と
ば
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
ま
す
か
。
修

飾
さ
れ
る
こ
と
ば
を
番
号
で
答
え
な
さ
い
。	

（
１
点
×
５
）

	
	

［
城
西
大
付
城
西（
東
京
）］

₁　
①
そ
の②
子
は
そ
ま
つ
な③
み
ど
り
の④
着
物
を⑤
着
て⑥
は
だ
し
で
い
た
。

₂　

と
ぼ
と
ぼ
と①
冬
の②
山
道
を③
一
人
の④
旅
人
が⑤
帰
っ
て
い
く
。

₃　
①
井
戸
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
っ
た②
ま
る
い③
波
も
ん
が④
す
っ
か
り⑤
消
え
た
。

₄　
①
北
極
ぐ
ま
は
年
じ
ゅ
う②
氷
の③
上
で④
く
ら
し
て
い
る
。

₅　
①
日
本
人
は
ま
だ
ま
だ②
実
用
一
点
ば
り
の③
考
え
方
が④
多
い
。

主
語
・
述
語
・
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

語

11₁
主語

述語

₂
主語

述語

₃
主語

述語

₄
主語

述語

₅
主語

述語

₁

₂

₃

₄

₅

①

②

③

④

⑤
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６　

次
の
₁
～
₃
の　
　

線
部
が
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
る
の
は
ど
こ
で
す
か
。
そ
れ
ぞ

れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。	

（
１
点
×
３
）［
カ
リ
タ
ス
女
子（
神
奈
川
）］

₁　

人
間
が
知ち

恵え

を
つ
く
し
て①
長
い
年
月
を②
か
け
て③
品
種
改
良
し
た④
結
果
。

₂　

こ
れ
は
か
れ
の①
解か

い

剖ぼ
う

学
的
な②
関
心
か
ら③
描え

が

い
た④
も
の
で
す
。

₃　

い
く
つ
も
の①
部
屋
に②
分
か
れ
た
完
全
に③
人
工
的
な④
空
間
で
す
。

７　

次
の　
　

線
部
の
こ
と
ば
は
、
ど
の
こ
と
ば
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
ま
す
か
。
記

号
で
答
え
な
さ
い
。	

（
１
点
×
２
）［
山
手
学
院（
神
奈
川
）］

₁　

最
近
つ
く
づ
く①
彼か

れ

と②
出
会
え
て③
ほ
ん
と
う
に④
よ
か
っ
た
と⑤
思
う
。

₂　

つ
い
に①
登
頂
に②
成
功
し
た
と③
い
う④
話
題
で⑤
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

₄　

た
め
に
な
る
本
を
読
む
よ
う
に
し
よ
う
。

₅　

ぼ
く
の
兄
が
作
っ
た
模
型
は
す
ば
ら
し
い
。

５　

次
の
文
の
主
語
お
よ
び
述
語
に
あ
た
る
部
分
を
、
例
に
な
ら
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
そ
れ
に
あ
た
る
こ
と
ば
が
な
い
場
合
は
×
印
を
記

入
し
な
さ
い
。	

（
１
点
×
10
）［
松
蔭（
東
京
）］

例　
①
花
子
さ
ん
は
②
今
年
の
③
四
月
か
ら
④
中
学
生
で
す
。

答　

主
語
＝
①　

述
語
＝
④

₁　
①
お
ば
さ
ん
、②
い
ま③
や
っ
と④
こ
こ
に⑤
着
い
た
の
で
す
。

₂　
①
長
野
県
で
は②
も
う③
初
雪
が④
降
っ
た
ら
し
い
。

₃　
①
北
海
道
か
ら
は②
山
本
さ
ん
だ
け③
遠
い④
と
こ
ろ
を⑤
や
っ
て
き
た
。

₄　
①
今
年
の②
夏
休
み
に
は③
よ
く④
プ
ー
ル
で⑤
泳
ぎ
ま
し
た
。

₅　
①
ほ
ん
と
う
に②
き
れ
い
だ
ね
、③
向
こ
う
に④
見
え
る⑤
山
は
。

₁

₂

₃

₄

₅

₁
主語

述語

₂
主語

述語

₃
主語

述語

₄
主語

述語

₅
主語

述語

₁

₂

₃

₁

₂
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10　
「
海
に
は
波
が
よ
せ
、
山
に
は
風
が
ふ
く
。」
と
同
じ
構
造
を
持
つ
文
は
、

次
の
ど
れ
で
す
か
。
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。	

（
３
点
×
２
）

	

［
共
立
女
子
第
二（
東
京
）］

ア　

日
本
で
は
、
水
は
自
然
の
も
た
ら
す
重
要
な
資
源
で
あ
る
。

イ　

兄
は
優ゆ

う

秀し
ゅ
う

な
大
学
生
で
、
弟
は
元
気
な
小
学
生
で
す
。

ウ　

教
室
に
は
先
生
が
い
て
、
校
庭
に
は
生
徒
が
い
た
。

エ　

車
に
乗
っ
た
二
人
は
、
ま
た
街
の
ほ
う
へ
出
か
け
た
。

オ　

父
は
、
母
が
い
な
い
の
で
ふ
き
げ
ん
で
す
。

カ　

今
年
は
ど
う
や
ら
、
雨
が
降
る
期
間
が
長
い
よ
う
だ
。

11　

次
の
文
は
四
つ
の
成
分
で
で
き
て
い
ま
す
。
文
の
組
み
立
て
と
し
て
最
も

適
当
な
も
の
を
後
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。	

（
２
点
）

	

［
鹿
児
島（
鹿
児
島
）］

　

い
ろ
い
ろ
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
。

ア　

修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

語
＋
述
語
＋
修
飾
語
＋
主
語

イ　

主
語
＋
修
飾
語
＋
修
飾
語
＋
述
語

ウ　

主
語
＋
述
語
＋
修
飾
語
＋
修
飾
語

エ　

修
飾
語
＋
修
飾
語
＋
主
語
＋
述
語

８　

次
の
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。	

（
２
点
×
４
）

	

［
追
手
門
学
院（
部
分
）（
改
題
）（
大
阪
）］

　
ア
秋
のイ
昼
下
が
りウ
白
いエ
子
犬
を①
つ
れ
たオ
ひ
と
り
のカ
少
年
がキ
け
や
き
の

②
並
木
道
でク
空
をケ
見
上
げ
て
い
た
。

₁　

こ
の
文
の
主
語
と
述
語
を
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

₂　

─
─
線
①
・
②
は
文
中
の
ど
の
こ
と
ば
に
か
か
り
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

９　

次
の
─
─
線
①
～
⑧
は
、
そ
の
文
の
中
で
、
例
の
Ａ
～
Ｄ
の
ど
れ
と
同
じ

役
割
を
し
て
い
ま
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。	
（
２
点
×
８
）

	

［
山
脇
学
園（
東
京
）］

例　
Ａ
天
気
が
い
い
の
でＢ
私
はＣ
野
原
をＤ
散
歩
し
ま
し
た
。

・①
庭
に
は
霧き

り

が②
か
か
っ
て
い
ま
す
。　
　

・③
花
が
咲さ

い
た
。

・④
雨
が
降
っ
た
が⑤
外
出
し
ま
し
た
。　
　

・⑥
木
も
生
き
て
い
ま
す
。

・⑦
風
が
吹ふ

け
ば
花
が⑧
ど
ん
ど
ん
ち
っ
て
し
ま
う
。

①

②

主語

述語

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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14　

次
の
₁
～
₄
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
た
こ
と
ば
を
用
い
て
文
を
作
る

と
き
、
一
つ
だ
け
不
要
な
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
ば
を
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

（
３
点
×
４
）［
洛
南
高
附（
京
都
）］

₁

ア

母
校
の

イ

去
る

ウ

先
生
は

エ

創
立
記
念
日
で
し
た

オ

四
日
は

カ　

我わ

が

₂

ア

目
指
す
の
だ

イ

君
た
ち
に
は

ウ

人
に

エ

社
会
に

オ

な
っ
て
ほ
し
い

カ

役
立
つ
よ
う
な

₃

ア

見
る
と

イ

何
か

　

ウ　

彼か
れ

が　
　

エ　

見
え
る

オ

あ
っ
た
と

カ

と
こ
ろ
を

キ

ど
う
し
て

ク

笑
っ
て
い
る　

ケ　

い
い
こ
と
が

₄

ア

毎
日

イ

連
れ
て

ウ

う
ち
の

エ

ひ
ど
い
日

オ

犬
を

カ

以
外
は

キ

散
歩
に

ク

た
ぶ
ん

ケ

い
く
こ
と
に
し
た

コ

雨
の

12　

次
の
₁
～
₄
の
文
の
─
─
線
部
と　
　

線
部
の
文
節
の
関
係
と
同
じ
も
の

を
後
の
ア
～
エ
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
（
２
点
×
４
）

［
駒
沢
学
園
女
子（
東
京
）］

₁　

こ
れ
は
あ
わ
れ
な
悲
し
い
物
語
で
す
。

₂　

す
す
め
ら
れ
た
の
で
思
い
き
っ
て
食
べ
て
み
た
。

₃　

遠
く
で
目
覚
ま
し
時
計
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。

₄　

万
葉
集
は
最
古
の
歌
集
だ
。

ア

話
し
て
い
る
人
が
父
だ
。

イ

夏
の
海
は
に
ぎ
や
か
だ
。

ウ

す
ず
し
い
風
が
そ
よ
そ
よ
と
吹ふ

く
。

エ　

彼か
れ

は
ほ
が
ら
か
で
親
切
だ
。

13　

次
の
文
は
、
主
語
と
述
語
の
関
係
が
合
っ
て
い
ま
せ
ん
。
主
語
と
述
語
の

関
係
が
正
し
い
形
と
な
る
よ
う
に
必
要
な
こ
と
ば
を
お
ぎ
な
っ
た
り
、
書
き

か
え
た
り
し
て
、
全
文
を
書
き
な
さ
い
。

（
４
点
×
２
）

［
お
茶
の
水
女
子
大
附（
東
京
）］

₁　

わ
た
し
が
日
本
語
の
中
で
最
も
む
ず
か
し
い
と
思
う
の
は
敬
語
で
あ
る

と
感
じ
た
。

₂　

き
の
う
わ
た
し
は
学
校
の
帰
り
道
で
、
子
犬
が
自
分
の
倍
以
上
も
あ
る

大
き
な
犬
に
ほ
え
か
か
っ
て
い
た
。

₁

₂

₃

₄

₁₂

₁

₂

₃

₄
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